
被災した田んぼ
について

　被災された田んぼの復旧
は，難しいと思うので，（復
旧が難しい）田んぼを，ため
池というか，水池としたらど
うか。また，その田んぼにつ
いては，県か市が購入をし
て，管理をしていくのはどう
か。

　田んぼの災害復旧について
は，市町村が事業主体として実
施しております。伊佐市に確認
しましたところ，被災した田ん
ぼにつきましては，その所有者
が災害復旧事業を申請して，災
害復旧後に農地として利用・管
理していただくようにお願いし
たいとのことです。県としまし
ても，今回の７月豪雨災害につ
いては，激甚災害に指定された
ところでありますので，受益者
負担が軽減された状況で災害復
旧を行うことができると考えて
おります。

農地保
全課

農業後継者の育
成について

　農業後継者の育成につい
て，伊佐には農林高校がある
ので，卒業生３名くらいで共
同会社を作り，自立できるま
で，５年間ぐらい市役所臨時
職員として採用してほしい。
そして，市職員として働く間
は農業の先輩方に指導を受
け，その後は自立するという
方法はどうか。

　伊佐市では，農業後継者等の
育成に向けて，公益社団法人伊
佐農業公社を設立しており，就
農に向けた研修が実施されてい
ます。県は，関係機関・団体と
連携して，農業技術・経営等の
研修に対応しているところで
す。
　また，就農前の研修段階や就
農直後の経営安定への支援につ
いては，最長５年間，年間最大
150万円の資金が交付される
「農業次世代人材投資資金（準
備型，経営開始型）」がありま
すので，事業内容・要件等を含
めて交付主体である県（姶良・
伊佐地域振興局農政普及課）又
は伊佐市へご相談ください。
　なお，臨時職員としての雇用
等については，伊佐市にご相談
ください。

経営技
術課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

一時支援金等に
ついて

　県の一時支援金等につい
て，対象となる「月売上50％
減」は店舗にとって廃業を余
儀なくされる可能性のある，
非常にハードルの高い要件と
なり，上限額も個人15万円，
法人30万円となっている。で
きたら対象要件も20％から
30％減ぐらいに緩和して，店
舗規模に合わせて上限額を決
めるなど，支援の拡充をお願
いしたい。

　まん延防止等重点措置の適用
や県独自の緊急事態宣言発令等
に伴う，飲食店や大規模集客施
設に対する営業時間短縮要請，
県民に対する不要不急の外出自
粛要請等により，県内経済が大
きな影響を受けることが懸念さ
れたことから，令和３年８月，
９月の月間事業収入が，前年又
は前々年同月比30％以上50％未
満減少している中小企業，個人
事業主等を対象に，事業全般に
広く使える支援金を給付する事
業を実施しております。

商工政
策課

まん延防止重点
措置の要請につ
いて

　感染拡大の第5波と言われて
おり，九州では福岡，熊本
は，まん延防止重点措置とな
る中，鹿児島県は（まん延防
止重点措置の要請について）
どのように考えているのか。
まん延防止重点措置が適用と
なれば，一時的な休業や，時
短営業を余儀なくされるが，
感染者の増加を抑制でき，消
費者の不安を解消できれば，
我々田舎の飲食店も助かるの
ではないかと考えているが，
いかがか。

　８月20日(金)から９月30日
(木)までの間，本県にまん延防
止等重点措置が適用されたこと
に伴い，県内全ての市町村の飲
食店に対し，営業時間短縮等の
要請を行いました。
　特に，鹿児島市などの措置区
域の飲食店においては，20時ま
での時短営業と併せて酒類の提
供やカラオケ設備の利用を行わ
ないよう要請するとともに，大
規模集客施設の時短要請や入場
者の整理誘導の徹底を依頼しま
した。
　これらの取組など，県民の皆
様方の御協力により，感染者数
は大幅に減少し，病床使用率も
ステージⅢの水準を下回る水準
となったことから，９月30日を
もってまん延防止等重点措置の
適用が解除され，10月７日に感
染拡大の警戒基準を「ステージ
Ⅱ」に引き下げ，感染拡大防止
対策の一定の効果が現れたもの
と考えています。

新型コ
ロナウ
イルス
感染症
対策室
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

豪雨災害の再発
防止について

　先日，豪雨災害により伊佐
市でも甚大な被害があったと
ころだが，県には是非とも再
発防止のため，河川工事や避
難道路の建設，インフラ設備
を早急に検討してほしい。

　伊佐市においては，羽月川な
ど３河川において,現在,河川改
修を実施中であり，引き続き浸
水被害の防止に向けて整備を推
進してまいります。
　今後とも，安心・安全な県民
生活の実現を目指し，防災・減
災対策の推進に努めてまいりま
す。

河川課

豪雨災害の被害
者に対する支援
について

　先日の豪雨災害により被害
に遭った方への経済的，身体
的な援助支援を検討してほし
い。

　７月９日からの大雨では，伊
佐市を含む５市町に大雨特別警
報が発せられ，多くの住民の方
の生命，身体に危険が及ぶおそ
れが生じていたことから，災害
救助法の適用を決定しました。
　災害救助法により，被害を受
けた方に対して，被災住宅の応
急修理，生活必需品・学用品の
給与，住居やその周辺の障害物
の除去等の支援を行っていま
す。
　なお，この大雨では，人的被
害や，住家に全壊・半壊の被害
がなく，国や県の適用基準に達
しなかったことから，国の法律
に基づく災害弔慰金や災害障害
見舞金，被災者生活再建支援
金，県独自の制度の災害弔慰金
や住家災害見舞金，被災者生活
支援金等の支援金の支給等はな
されません。
　今回の大雨で被災された方々
には，災害弔慰金の支給等に関
する法律に基づく「災害援護資
金」の貸付制度や，この法律の
対象とならない方々には，「生
活福祉資金（災害援護経費）」
の貸付制度などを案内していま
す。
　今後とも，国や市町村と連携
して，被災者の支援に取り組ん
でまいります。

社会福
祉課

危機管
理課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

伊佐市への特別
支援学校の設置
について

　現在，伊佐市に特別支援学
校の設置を求める陳情書を，
鹿児島県議会に提出してお
り，継続審査となっている。
  伊佐市への特別支援学校の
設置について，今後も前向き
に検討をお願いしたい。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。

特別支
援教育
室

県立高校の在り
方について

　現在，大口高校に通学する
生徒数は少なくなっている。
少人数のため，やりたい活動
があっても，人数が揃わない
ので，できないといった現状
がある。未来の子供たちが，
思う存分活躍できるような環
境を整備してほしい。

　少子化による児童生徒数の減
少や公共交通機関の廃止・減便
による通学の利便性の低下など
から，現在，学校の小規模化が
進んでいます。
  小規模校は，子どもたちの
様々なニーズへの対応に課題が
ある一方で，一人一人の活躍の
場が多く，生徒と教師の距離が
近いことなどから，各生徒の興
味関心に応じたきめ細やかな教
育活動を展開できるという良さ
もあります。
　県立高校は，高校教育の普及
及び機会均等の役割を果たすた
めに，今後も，地域における学
びを確保し，多様な学びを実現
することが大切であると考えて
います。県教育委員会では，小
規模校の良さを活かしながら，
地域社会との連携・協働による
その地域ならではの学びや，Ｉ
ＣＴを活用した小規模校単独で
はなしえない教育活動などの実
現に向けて取り組んでいるとこ
ろです。
  引き続き，生徒の学習意欲を
喚起し，可能性や能力を最大限
に伸ばす魅力ある県立高校づく
りに取り組んでまいります。

高校教
育課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

葉たばこを含め
た農業振興につ
いて

　ＪＴが10年ぶりに廃作募集
を行っている。伊佐市でも，
現在12名が葉たばこを耕作し
てるが，３名が応じる予定と
聞いている。県には，葉たば
こを含めた農業振興を，ぜひ
ともお願いしたい。

　今後も葉たばこを耕作する農
家に対しては，県たばこ耕作組
合と連携し，低コストで高単
収・高品質な葉たばこ生産の取
組を推進してまいります。
　令和４年産葉たばこを廃作す
る農家に対しては，代替品目の
検討や技術指導など，きめ細や
かな支援を実施してまいりま
す。
　また，伊佐市は県内有数の水
田地帯であり，これらの水田の
有効利用による根深ねぎなどの
野菜の産地化を推進し，農家の
所得向上を図ってまいります。

農産
園芸課

河川の堆積土砂
の除去について

  昨年，川に土砂が流れたせ
いか，今年の豪雨ではあっと
いう間に川があふれた。川底
が浅くなっているので，災害
があった地区の河川の川底の
土砂を元に戻して欲しい。

　河川に堆積した土砂について
は，河川を点検し，河川断面が
著しく阻害され，治水上，緊急
性の高い箇所から，順次，土砂
の除去を実施してまいります。

河川課

河川堤防の草刈
りについて

　河川の堤防は県管理になっ
ているが，何もしてもらえな
い。放っておくと藪になっ
て，シカやイノシシが川から
入ってくるので，河川の近く
の田んぼや畑を作っている人
が，草刈などをして管理して
いる。高齢化が進み，耕作者
も減っている中，堤防の草刈
りはとても重労働である。せ
めて田植え準備前の4月前後
に，河川堤防の草刈を県にお
願いしたい。

　河川における草刈りについて
は，治水上支障がある箇所を県
が直接行っており，簡易な除草
等については，みんなの水辺サ
ポート推進事業の活用など，地
域住民の皆様などの御協力も得
ながら取り組んでいるところで
あります。
　今後とも，草刈りに必要な予
算の確保を図り，河川の適切な
維持管理に努めてまいります。

河川課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

鳥獣被害対策に
ついて

　鳥獣について，特にイノシ
シ，シカの被害が大きく，ど
こにでも出てくる状況。住民
は，電柵を張るなど対策をし
ているが，被害に遭ってしま
う。駆除もなかなか難しく，
鳥獣被害対策を考えてほし
い。

  野生鳥獣による農作物の被害
の防止・軽減について，県で
は，寄せ付けない，侵入を防止
する，個体数を減らすといった
３つの取組を総合的かつ一体的
に進めており，市町村等が行う
イノシシ，シカの電気柵などの
整備や，アドバイザー派遣によ
る研修会を通じた集落ぐるみの
取組を支援しているところで
す。
　引き続き，市町村と連携して
ソフト・ハード両面にわたる総
合的な対策を推進し，被害の防
止・軽減に努めてまいります。

農村振
興課

過疎地域におけ
る行政サービス
について

　小中学校が閉校になれば，
その地域は自然に住む人が
減っていく。年々地域のサー
ビス機関が人口の多いところ
にひとまとめになっている。
人が少ない地域も，人が多い
地域と同じ行政サービスが受
けられるように取り組んでほ
しい。

　県では，中山間地域の集落活
性化の実現に向けて，目指すべ
き方向性や施策展開基本方向等
をとりまとめた「中山間地域等
集落活性化指針」を策定し，同
指針に基づき，共生・協働の地
域づくりなど集落活性化の実現
に向けて取り組んでいるところ
です。
　廃校跡地の活用については，
生活サービス機能の集約・確保
や周辺との交通ネットワークの
形成等による利便性の高い地域
づくり（小さな拠点の形成）等
を推進するための国の事業など
があり，県内においても，本事
業を活用し，廃校舎を集会施設
などに改修し地域の拠点となっ
ている事例もあります。
　人口減少・少子高齢化に伴う
地域経済の縮小や生活の利便性
が低下する中にあっても，必要
な行政サービスの提供が継続さ
れるよう，県では引き続き，市
町村間の広域連携の取組などを
支援してまいります。

市町村
課

地域政
策課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

伊佐市内の道路
の復旧について

　伊佐のいたるところで，道
路が陥没，道のアスファルト
もボロボロになっている。復
旧のために，県の力添えをお
願いしたい。

　県が管理する道路の舗装補修
については，路面の損傷状況や
交通量，沿道状況などを勘案
し，緊急性の高い箇所から補修
を行っているところです。
　伊佐市内の道路の舗装につい
ても，定期的にパトロールを行
い，状況に応じて補修を行って
まいります。

道路維
持課

巨大風力発電設
置計画について

　伊佐市への巨大風力発電設
置計画について，発電した電
気が伊佐で使えるわけでもな
く，また，その売電の収益等
は，事業者や株主の配当の方
に行くことになる。環境面も
不安があり，伊佐に巨大風力
を作る意味があるのか分から
ない。できるだけ巨大風力発
電を伊佐には作って欲しくな
い。

　県においては，エネルギー自
給率の向上や地球温暖化対策，
地域活性化等につながる再生可
能エネルギーの導入を促進する
必要があると考えております。
発電設備の設置に当たり，地元
の理解が重要であることから，
環境影響評価の実施に当たって
は，地域住民等に対して，積極
的に情報公開や説明を行うこと
などの意見を述べているほか，
森林法などの個別法令や県土地
利用対策要綱に基づき，防災面
を中心とした指導・助言も行っ
てきているところです。
　県としては，今後とも，法令
に基づく指導・助言を適切に行
い，再生可能エネルギーの適正
な事業実施が図られるよう努め
てまいりたいと考えています。

エネル
ギー政
策課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

エネルギーの地
産地消について

　伊佐の豊富な水を使った，
小水力発電を作り，自分たち
で伊佐の電気を作ることとか
できないか。県で，それぞれ
の自治体が，自分たちの電気
を作れる，エネルギーづくり
ができる県として，政策を進
めていってもらえないか。

　県では，小水力発電の事業化
を支援するため，市町村や発電
事業者等が参加するマッチング
会の開催や，先進地視察を実施
しています。
　また，市町村と連携したエネ
ルギーを地産地消するまちづく
りなどに取り組むとともに，民
間事業者等が燃料電池自動車や
蓄電池等の自立・分散型エネル
ギー設備を導入する際の支援を
行うなど，地産地消型再生可能
エネルギーの導入を進めている
ところです。

エネル
ギー政
策課

エネルギー問題
や環境問題に関
する啓発につい
て

　鹿児島県が，2050カーボン
ニュートラル宣言を，昨年出
したというのを見たが，なか
なか伊佐市でそういう動きが
見られない。もっと伊佐の人
たちが，エネルギー問題や環
境のことを考える仕組を作っ
ていただきたい。

　県内では，３市５町（８月末
時点）が2050年カーボンニュー
トラルを表明しています。
　県では，県民・事業者・行政
が一体となった県民運動を展開
し，各家庭や事業者等におい
て，電気や燃料の消費，自動車
の使用，ごみの排出など地球環
境の保全のための具体的な実践
活動を推進するため，事業者団
体，民間団体，市町村，県など
160団体で構成される「地球環
境を守るかごしま県民運動」を
実施しており，市町村等に対
し，環境保全等の意識啓発に資
する情報提供等を行っていま
す。

エネル
ギー政
策課

地球温
暖化対
策室
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

核兵器禁止条約
について

　鹿児島県から国に対し，核
兵器禁止条約に参加するよう
に言うなど，平和を作ってい
く取組をしていただきたい。

　我が国は，世界で唯一の被爆
国であり，核兵器による惨禍が
再び繰り返されることのないよ
う，世界の平和の構築のための
不断の努力を続けていくことが
極めて重要であると考えていま
す。
  外交は国の専管事項であり，
核兵器禁止条約への我が国の署
名については，国において検討
されるべきものと考えていま
す。
　県としては，今後とも県民の
方々や関係機関・団体による国
際交流の促進などにより，相互
の理解と信頼を深めることに努
めてまいりたいと考えていま
す。

総合政
策課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

米軍機の低空飛
行について

　米軍機の低空飛行が，もう
何年も前から目撃されてい
る。県の危機管理課では，米
軍機の情報を集めているが，
目撃したことを県に連絡する
人は私ぐらい。周りにいる人
は，みんな知ってるのに，報
告しないので，本当はどれぐ
らいの状況なのかすごく知り
たい。一度県で地域住民への
調査をしてほしい。
　そして，米軍に，こういう
実態があるというのを，伝え
てほしい。

　県では，航空機の低空飛行等
について，県民の皆様から寄せ
られた目撃情報を関係機関に確
認を行い，当該航空機が米軍機
の可能性がある場合は，九州防
衛局に対して，住民から苦情な
どが出されていることを伝達す
るとともに，住民の安心・安全
の確保の徹底等について米軍側
に申し入れるよう要請していま
す。
　また，今年５月から，目撃情
報の件数等を県ホームページに
掲載し，県民への情報提供に努
めています。
　更に，全国知事会を通じて，
国に対して，騒音測定器を増や
すなど必要な実態調査を行うと
ともに，訓練ルート等の事前情
報提供を行うこと，人口密集地
の飛行回避や，深夜等住民への
影響が大きい時間帯を避けるこ
となど地域住民の不安を払拭す
るよう十分な配慮を行うことな
どを要請しています。
　国においては，本年４月に奄
美市で低空飛行の実態調査を実
施しており，県では，米軍機の
飛行回数や騒音の測定値などの
調査結果について，ホームペー
ジに掲載したところです。
　県としては，今後とも国に対
し，米軍機の低空飛行に関する
県民の不安や騒音被害への懸念
を伝えるとともに，県民の安
心・安全な生活に影響を及ぼす
ことがないよう要請して参りま
す。

危機管
理課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

保育士及び保育
関係で就労する
調理師の賃金に
ついて

　保育士として働いている
が，非常勤のパート職員で，
去年まで時給840円，今年から
850円になった。子ども達の命
を預かる仕事で，自分の周り
の保育士も一生懸命仕事をし
ているのに，この値段の仕事
なんだろうかと思う。都会で
は同じ仕事をしていて，パー
トでも1,500円の給料なのに，
伊佐市内の保育関係はだいた
い非常勤が800円から900円く
らい。
　保育の経営のことは分から
ないが，保育士の給料を上げ
れば，鹿児島に人が残るので
はないかと思う。保育関係で
働く調理師についても，同じ
く賃金を上げることが大事。
仕事に見合った賃金にしてい
ただきたい。

　県では，国の処遇改善等の制
度が十分に活用され，保育士等
の処遇に適切に反映されるとと
もに，職場環境の改善による人
材確保や離職防止が図られるよ
う，県内の保育所等の施設長や
経営者等を対象にしたセミナー
や講座を開催しています。
　今後とも，働きやすい職場環
境構築に向け，取り組んでまい
ります。

子育て
支援課

学童支援員の報
酬について

　数年前に研修を受けた時
に，学童の，キャリアアップ
助成金というのがあることを
聞いた。その時に，マネジメ
ントの立場にいる10年以上働
いている支援員には月３万給
料にプラス，専門性の高い研
修を受講した５年以上の指導
員には月２万，認定研修を受
けた支援員には月１万給料に
プラスされる助成金があると
いうのを知った。しかし，こ
れが何年たっても，私には支
給されない。そういう助成金
が，鹿児島県内では，どの施
設が受給しているのか。ま
た，どのような研修を受けた
ら，助成金が受けられるの
か。そして，鹿児島県内の学
童で働く支援員が，その助成
金を使う仕組みを教えてほし
い。

　県では，市町村に対し，国の
交付金を活用して，放課後支援
員の人件費を含む運営費を補助
するとともに，放課後児童支援
員等の資質向上のため，経験年
数に応じて，必要な知識や技能
等を習得する，現任研修を実施
しております。
  一定の経験年数があり，この
現任研修等を受講した方等を対
象に賃金改善に取り組んでいる
市町村に対しては，必要な経費
を補助金に加算する仕組みと
なっており，令和２年度は，20
市町村が取り組んでいるところ
ですが，伊佐市については活用
されていないところです。
　県として，この処遇改善の制
度について，市町村職員研修会
などの場で，市町村の積極的な
活用を促しています。

子育て
支援課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

保育士が働きや
すい環境の整備
について

　保育園を自分たちが働きや
すい環境にするというのは，
すごく難しいので，県が監査
をするときに，保育士にアン
ケートをとったり，保育士が
働きやすい環境になるよう
に，アドバイザーを同行させ
て，鹿児島県内で働く保育士
が生き生きとやりがいを持っ
て，働けるような仕組みを，
県の方で作っていただけない
か。

　保育所の施設監査において，
アンケート等については実施し
ておりませんが，必要に応じ
て，現場の方の直接の声を聞く
などの対応をしております。
　今後とも職員の処遇等につい
て疑義がある場合などは，現場
の方の声をお聞きし，適切に対
応してまいります。

子育て
支援課

特別支援学級に
ついて

　特別支援学級に所属する
と，通常学級にはカウントさ
れない。そのため，特別支援
の子たちが，朝の会などで通
常学級に参加し，大人数に
なったり，本来は，複式学級
が解消される人数なのに，特
別支援学級にカウントされる
ため，複式学級になってしま
うというパターンもある。教
員の確保はすごく難しいと思
うが，そういう面も，考えて
いただきたい。

　小・中学校の学級について
は，特別支援学級と通常の学級
それぞれで編制すること及び一
学級の児童生徒数が法律により
定められているところです。
　なお，朝の会等の活動や一部
の教科の授業については，特別
支援学級と通常の学級に属する
児童生徒が互いを尊重し合う大
切さを学ぶことなどのため，合
同で行っているところです。

教職員
課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

県際交流につい
て

　以前，栗野駅前で，マル
シェをしたら，熊本県からも
人が集まり，みんなすごく楽
しんで，非常に購買意欲をか
き立てられる，盛況なイベン
トだった。今後，県際交流を
盛んにしてほしい，特に熊本
県と県際交流を盛んにしてほ
しい。

　県では，熊本県との県際交流
について，これまで北薩地域と
芦北・八代地域，または天草地
域と連携した域内交流や一体的
な情報発信，誘客などに取り組
んできました。
　今後，伊佐市と意見交換しな
がら，県際交流について検討し
てまいります。

地域政
策課

特別支援学校の
設置について

　出水に通うことで，伊佐の
地域の方々や同世代の児童生
徒との交流がどうしても減っ
てしまう。伊佐から通う子供
たちが，伊佐の社会から忘れ
られないか，それがすごく不
安。私たち，同じ立場の親と
関係者だけの世界になってし
まうような状況にはしたくな
い。県においては，伊佐市へ
の特別支援学校の設置につい
て考えてほしい。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。

特別支
援教育
室

特別支援学校の
整備に係る国庫
補助について

　町の真ん中に，地域の子ど
もたちと一緒に通える特別支
援学校の設置をお願いをした
い。
  仮に出水養護学校の分校と
して設置する場合，これを既
存の建物を活用することにな
れば，令和６年度まで，集中
取組期間として，校舎改修費
用の国庫補助率が3分の1から2
分の1に引き上げられているの
で，今のうちが財政負担が少
なく，チャンスではないか。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。
　なお，改修等が必要となった
場合は，有利な国庫補助制度等
の活用を図ってまいります。

特別支
援教育
室

学校施
設課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

地域分散型の特
別支援学校の設
置について

　丸ごとの地域共生社会づく
りのためには，仕組みの転換
が最も重要。
　今を生きる大人たちが真剣
に知恵を出し合い，子どもの
権利条約のひとつ，育つ権利
を柱として，伊佐に地域分散
型の特別支援学校の設置を，
県に考えていただきたい。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。

特別支
援教育
室

特別支援学校の
設置について

　（特別な支援が必要な子ど
もたちが）安心して，地域の
方々に見守られながら，地域
の子どもたちと一緒に学校に
通える，医療的ケアが必要な
子供たちも安心して学校に通
えるよう，1日も早い特別支援
学校の設置をお願いしたい。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。

特別支
援教育
室
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

特別支援学校の
設置について

　障害の有無に関わらず，
困っている人がいたら声をか
け合い，助け合っていけるよ
うな気持ちを，子供たちが自
然と持てるように，特別支援
学校が設置され，充実した特
別支援教育や学校教育が伊佐
市で1日でも早く実現されるこ
とを願っている。

　特別支援学校の設置について
は，新たに制定された特別支援
学校設置基準の趣旨を踏まえつ
つ，通学時間の課題等も含め，
県全体の特別支援学校の教育環
境の改善として，各学校の状況
を勘案しながら，既存施設の改
修や学校の分置なども含めて検
討し，優先順位を定めて計画的
に対応していきたいと考えてい
ます。

特別支
援教育
室

巨大風力発電設
置計画について

　風力発電の計画がたくさん
あるが，本当にそれがエネル
ギー問題の解決になるのか。
鹿児島にたくさん建てること
で，本当に日本の，エネル
ギー問題が，解決するのかと
いうことをよく考えていただ
きたい。

　県では，「再生可能エネル
ギー導入ビジョン2018」に基づ
き，本県の森林，畜産，温泉や
広大な海域等の多様で豊かな資
源を最大限に活用し，エネル
ギー自給率の向上や地球温暖化
対策に大きく寄与する重要なエ
ネルギー源である再生可能エネ
ルギーの導入を促進していると
ころです。
　また，小水力発電やバイオマ
ス発電の導入の促進，市町村と
連携したエネルギーを地産地消
するまちづくりなどにも取り組
んでいるところです。

エネル
ギー政
策課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

　教育がすごく大事だと思
う。どうやってこれからの社
会が，みんなが幸せに生きて
いけるか，そういうことを考
えられる教育が重要。大人が
強制するのではなく，子ども
の権利条約というものがある
と子どもにちゃんと伝えて，
自分には権利があると自覚で
きるような教育を行ってほし
い。

子どもの権利条
約について

　県人権教育・啓発基本計画に
基づき，すべての子どもが差別
や権利の侵害を受けることな
く，一人の人間として尊重され
るよう，人権啓発パンフレット
や人権啓発ポスターを作成し，
各学校へ配布するほか，人権に
関するポスターコンクール等を
実施しています。引き続き，子
どもたちの人権が尊重されるよ
う，啓発に取り組んでまいりま
す。
　学校では，日頃から，児童生
徒が安心して過ごせる学校・教
室になるよう，互いのよさや可
能性を発揮し「つらいことをつ
らいと言える」人間関係づく
り，相談しやすい雰囲気づくり
に努め，人権尊重の精神に立つ
環境づくりに取り組んでいま
す。
　また，児童生徒の発達の段階
に応じて，子どもの権利をはじ
め，人権について学習する機会
を設けて，自他の大切さを認め
ることができる児童生徒の育成
に努めているところです。

人権同
和対策
課

人権同
和教育
課
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

　社会のさまざまな分野の発展
のためには，各分野の政策・方
針決定過程に多様な立場の人が
参画し，その意見が反映される
ことが重要です。
  県では，ジェンダー平等の観
点から，様々な分野における女
性の参画を促進するため，「女
性のエンパワーメント事業」を
実施し，各種セミナーの開催を
通じて女性の能力向上やキャリ
ア形成等を支援しております。
  県としては，引き続き政策・
方針決定過程への女性の参画拡
大を進めてまいります。

男女共
同参画
室

　パートナーシップ制度につい
ては，性の多様性に対する正し
い理解を深めることが重要であ
ることから，県民に対する性の
多様性講座の実施やパンフレッ
ト等の作成・配布のほか，県・
市町村職員に対する研修等を
行っています。引き続き，県民
の理解促進に向けた啓発に努め
てまいります。

人権同
和対策
課

ジェンダーと
パートナーシッ
プ制度について

　鹿児島県では，多分職員の
方々も男性が多いと思うが，
男女の比率とか，議員の比
率，いろんな面で，本来だっ
たら50％で普通じゃないかと
思っている。
また，鹿児島市とか指宿市で
は，同性パートナーシップの
ことも出てきたが，県内全域
で取り組んでもいいのではな
いか。
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

新規就農に係る
助成制度につい
て

　現在，私達の地域では，50
歳以下の農業の後継者は3人し
かいない。国の制度で，新規
参入型の農家の農業をする方
には，2年間の生活準備資金と
いうのが準備されている。し
かし，新規就農の方々が申請
をしても，なかなか受け付け
てもらえない。新規就農の
方々が少しでも，準備の段階
で生活ができるように，県独
自の農業後継者育成資金を創
設し，新規就農者が持続して
農業に従事できるような制度
を設けていただきたい。

　県では，新規就農者の経営確
立に必要な資金について，国の
「農業次世代人材投資資金（経
営開始型）」を活用し，各市町
村や関係団体と連携して支援を
行っています。
　同資金は，最長５年間，年間
最大150万円の資金が交付され
るものですが，対象年齢や独
立・自営就農の条件などの要件
がありますので，交付主体であ
る伊佐市へご相談ください。

経営技
術課

ワクチン接種に
ついて

　若い人たちに早くワクチン
を打つことが大事。このデル
タ株になってから少しテンポ
を上げたほうがいいのではな
いか。まず，人口が多い鹿児
島市が少しでも早く終わるよ
うに，県としても手助けをし
てほしい。その後，他の自治
体も，必要な量が運ばれてく
る仕組みを，しっかり作って
いただきたい。

  ワクチン接種については，希
望する県民の２回目接種を１１
月末に概ね終了できたと考えて
いるところです。
　また，追加接種（３回目接
種）についても，２回目接種を
終えた全ての人を対象に実施す
る方針が決まり，12月１日から
は医療従事者等の接種が始ま
り，１月には高齢者等の接種，
その後，順次，追加接種が進め
られる予定です。
  なお，ワクチン接種の状況に
ついては，県ホームページにも
掲載しておりますので，ご覧く
ださい。

新型コ
ロナウ
イルス
感染症
対策室
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知事とのふれあい対話（伊佐市）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

主な意見（要約） 県の対応等意見項目 課名

河川改修につい
て

　私たちの地域に河川があっ
て，10年ほど前に圃場整備が
あり，その時，用地買収が行
われ，河川改修が実施される
ことになっている。
　毎年，水害にあっており，
県に確認をしてもらっている
が，なかなか小さな河川に
は，工事が回ってこない。毎
年水害があるので，早急に解
決してほしい。

　河川の抜本的な改修は，流域
の状況や県内の他の河川の進捗
状況等を総合的に勘案し，事業
着手の検討を行うこととしてお
ります。
　当面の対策としては，治水上
支障がある箇所の寄洲除去や伐
採等により流下断面の確保をし
てまいります。

河川課

大口・出水間の
トンネル整備に
ついて

　養護学校の話で，大口，出
水区間の時間がかかるのであ
れば，トンネルの掘削につい
て考えてみてはどうか。

　道路整備につきましては，産
業の振興や地域の活性化，県民
生活の安心・安全の確保を図る
観点から，地域の御要望や整備
の必要性・緊急性などを考慮
し，計画的に進める必要がある
と考えております。
　大口・出水間においては，こ
れまで，同区間を結ぶ幹線道路
である国道447号などの整備を
進めてきたところであります。
　同区間のトンネルの整備につ
きましては，多額の事業費が見
込まれることから，多くの検討
すべき課題があると考えており
ます。

道路建
設課

カヌー競技場に
ついて

　カヌー競技場が伊佐市に出
来た。今度県大会，国体で会
場になっている。今後とも支
援をお願いしたい。

　かごしま国体におけるカヌー
競技会の開催に向けては，これ
まで競技会場の施設整備や，リ
ハーサル大会の開催等に対し，
必要な支援に取り組んできたと
ころです。2023年の開催準備に
つきましても，引き続き，伊佐
市，湧水町及び競技団体と連携
し，取り組んでまいります。

競技式
典課
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